
【取組内容③】 児童の学校での活動時間の確保と保護者への連絡の簡易化

山梨市立日下部小学校(山梨県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

ストリームに打ち込んだり，
授業に資料として入れたり
と学級によって工夫

保護者向けのお便りや連絡も
少しずつClassroomを活用

連絡帳を書かずにClassroomで連絡。また保護者への連絡についてもストリームの活用でお便りの印刷・
配布時間の削減。欠席した児童は，連絡帳の内容に加え，その日の学習内容を伝達することで自主学習に
生かす。

様式B-4

授業においても，日常的なクラウ
ド活用により，欠席の児童も，自
宅にて同様の教材を用いて学習が
進められる。


